
PK112A/PK115A
Active 600/800-Watt 12/15" PA Speaker System with Built-in Media Player, 
Bluetooth® Receiver and Integrated Mixer

V 1.0
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安全にお使いいただくために

限定保証

法的放棄

注意
感電の.恐れがありますので、カ
バーやその他の部品を取り外

したり、開けたりしないでください。高品
質なプロ用スピーカーケーブル（¼" TS 標準
ケーブルおよびツイスト ロッキング プラ
グケーブル）を使用してください。

注意
火事および感電の危険を防ぐ
ため、本装置を水分や湿気の

あるところには設置しないで下さい。装置
には決して水分がかからないように注意
し、花瓶など水分を含んだものは、装置の
上には置かないようにしてください。

注意
このマークが表示されている
箇所には、内部に高圧電流が

生じています。手を触れると感電の恐れが
あります。

注意
取り扱いとお手入れの方法に
ついての重要な説明が付属の

取扱説明書に記載されています。ご使用の
前に良くお読みください。

注意

1.	 取扱説明書を通してご覧ください。
2.	 取扱説明書を大切に保管してくだ
さ い。
3.	 警告に従ってください。
4.	 指示に従ってください。
5.	 本機を水の近くで使用しないでくだ
さ い。
6.	 お手入れの際は常に乾燥した布巾を使
ってください。
7.	 本機は、取扱説明書の指示に従い、
適切な換気を妨げない場所に設置してく
ださい。取扱説明書に従って設置してくだ
さい。
8.	 本機は、電気ヒーターや温風機器、
ストーブ、調理台やアンプといった熱源か
ら離して設置してください。
9.	 ニ極式プラグおよびアースタイプ 
( 三 芯) プラグの安全ピンは取り外さないで
ください。ニ極式プラグにはピンが二本つ
いており、そのうち一本はもう一方よりも幅
が広くなっています。アースタイプの三芯プ
ラグにはニ本のピンに加えてアース用のピ

ンが一本ついています。これらの幅の広い
ピン、およびアースピンは、安全のためのも
のです。備え付けのプラグが、お使いのコン
セントの形状と異なる場合は、電器技師に
相談してコンセントの交換をして下さい。
10.  電源コードを踏みつけたり、挟んだり
しないようご注意ください。電源コードや
プラグ、コンセント及び製品との接続には
十分にご注意ください。
11.  すべての装置の接地（アース）が確保
されていることを確認して下さい。

12.  電源タップや
電源プラグは電
源遮断機として利
用されている場合
には、これが直ぐ
に操作できるよう
手元に設置して下
さ い。

13.  付属品は本機製造元が指定したもの
のみをお使いください。
14.  カートスタンド、三脚、ブラケット、
テーブルなどは、本機製造元が指定したも
の、もしくは本機の付属品となるもののみ
をお使いください。カートを使用しての運
搬の際は、器具の落下による怪我に十分ご
注意ください。 
15.  雷雨の場合、もしくは長期間ご使用に
ならない場合は、電源プラグをコンセント
から抜いてください。
16.  故障の際は当社指定のサービス技術
者にお問い合わせください。電源コードも
しくはプラグの損傷、液体の装置内への浸
入、装置の上に物が落下した場合、雨や湿
気に装置が晒されてしまった場合、正常に
作動しない場合、もしくは装置を地面に落
下させてしまった場合など、いかなる形で
あれ装置に損傷が加わった場合は、装置
の修理・点検を受けてください。

17.  本製品に電源コード
が付属されている場合、
付属の電源コードは本製
品以外ではご使用いただ
けません。電源コードは
必ず本製品に付属された
電源コードのみご使用く
ださい。

18.  ブックケースなどのような、閉じたス
ペースには設置しないでください。
19.  本機の上に点火した蝋燭などの裸火
を置かないでください。
20.  電池廃棄の際には、環境へのご配慮
をお願いします。電池は、かならず電池回
収場所に廃棄してください。
21.  本装置は 35°C 以下の温帯気候でご使
用ください。

22. 警告 
バッテリーを体内 に入れない
でくだ さい。化学火傷注意 

本製品にはコイン型／ボタ ン型電池が含
まれます。 コイン型／ボタン型電池を 飲
み込んだり、体内に入っ てしまった場合、 
2 時間以内 に重度で致命的な内部火傷 
を負い、死に至る危険性が あります。 
未使用または使用済みの電 池は、子どもの
手の届かな いところに保管してくだ さい。 
バッテリー収納部がきちん と閉まらない
場合は製品の 使用を停止し、子どもの手 
の届かないところに置いて ください。 
バッテリーを飲み込んでし まったり、 
バッテリーが体 内に入ってしまった場合、 
ただちに病院で診察を受け てください。 
バッテリー交換時、不適合 なバッテリーを
使用する と、安全装置が無効になり  
ます！同一の製品または、 同等の製品で
交換してくだ さい。 
不適合な型式のバッテリー を使用した場
合、出火や爆 発の恐れがあります。 
バッテリーを火や熱い炉に 廃棄したり、 
機械破砕や切 断したりすると、爆発の恐 
れがあります。 
バッテリーを、極度の高温 環境に置いてお
くと、爆発 したり、易燃性の液体また は
ガスが漏れる恐れがあり ます。 
バッテリーは、極度に気圧 の低い場所で
は爆発した り、易燃性の液体または ガス
が漏れる恐れがあり ます。

23.  警告
バッテリー（バッテリーパック
または取り付けられているバッ

テリー）は、日光や火などの過度の熱にさ
らされてはなりません。

ここに含まれる記述、写真、意見の全
体または一部に依拠して、いかなる人が
損害を生じさせた場合にも、Music Tribe 
は一切の賠償責任を負いません。技術
仕様、外観およびその他の情報は予告
なく変更になる場合があります。商標
はすべて、それぞれの所有者に帰属し
ます。Midas、Klark Teknik、Lab Gruppen、 
Lake、Tannoy、Turbosound、TC Electronic、 
TC Helicon、Behringer、Bugera、Aston Microphones 
および Coolaudio は Music Tribe Global Brands 
Ltd. の商標または登録商標です。© Music 
Tribe Global Brands Ltd. 2023 無断転用禁止。

適用される保証条件と Music Tribe の限定保
証に関する概要については、オンライン上 
community.musictribe.com/pages/support#warranty 
にて詳細をご確認ください。
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(6)	 MIC 1/2 ジャックは、XLR 、バランス型 
¼" TRS 、またはアンバランス型 ¼" TS 
コネクタを使用したケーブルを使用
するデバイスからのオーディオ信号を
受け入れます。

(7)	 MIC 1/2 ノブは、MIC 1/2 ジャックの入
力レベルを制御します。

(8)	 LINE/MP3 ノブは、LINE IN 信号と MP3 信
号の音量レベルを制御します。

(9)	 MASTER レベルコントロールは、最終
的なスピーカーの音量を調整します。

(10)	 MP3/LINE スイッチは、MP3 プレーヤー
または LINE IN オーディオソースを切り
替えます。

(11)	 PWR LED オーディオシステムが電源
に接続され、電源がオンになると点
灯します。

(12)	 CLIP LED 内部リミッターが信号のピー
クに応答していることを示すために
点灯します。

(13)	 TREBLE ノブはスピーカーユニットの
高音域のレベルを調整します。

(14)	 BASS ノブはスピーカーユニットの低
音周波数のレベルを調整します。

(15)	 LINE OUT 接続は、RCA コネクタ付きの
オーディオケーブルを使用して、不平
衡ステレオ信号を外部デバイスに送
信します。

(16)	 LINE IN 接続は、RCA コネクタ付きのオ
ーディオケーブルを使用して、外部デ
バイスからの不平衡ステレオ信号を
受け入れます。

(17)	 EXTENSION OUTPUT プロフェッショナル
なツイストロックコネクタ付きのスピ
ーカーケーブルを使用して、追加のス
ピーカーキャビネット(最小合計負荷 
8 Ω) を接続して駆動できます。

(18)	 POWER スイッチはユニットのオンとオ
フを切り替えます。

! オーディオシステムをオンにする
前に、すべてのレベルコントロールを最小
に設定する必要があります。システムの電
源がオンになったら、スピーカーとアンプ
の損傷を防ぐために、入力レベルをゆっく
りと上げます。

(19)	 AC INPUT ソケットは付属の IEC 電源ケ
ーブルを受け入れます。

リモコン
(1)	 STOP ボタンは、デジタルメディアプレ

ーヤーのオンとオフを切り替えます。
(2)	 MODE ボタンは、再生のソースとして USB 

と SD/MMC/Bluetooth を切り替えます。
(3)	 MUTE ボタンは音をミュートします。
(4)	 BACK ボタンは前のトラックにスキッ

プして戻ります。
(5)	 FORWARD ボタンは次のトラックにス

キップします。
(6)	 PLAY/PAUSE ボタンは、オーディオファ

イルの再生を開始および停止します。
(7)	 VOL- ボタンを押すと音量が下がります。
(8)	 VOL + ボタンを押すと音量が上がります。
(9)	 EQ ボタンは EQ 機能をアクティブに

し、EQ プリセット(ノーマル (NOR)、ポッ
プ (POP)、ロック (ROC)、ジャズ (JAZ)、ク
ラシック (CLA)、カントリー (CUN)) から
選択します。

(10)	 100+ ボタンは 100 トラック先にジャ
ンプします。

(11)	 200+ ボタンは 200 トラック先にジャ
ンプします。

(12)	 NUMERIC KEYPAD さまざまな機能の値
を入力できます。

(1)(2) (3)

(4)

(6)

(7)

(5)

(8)
(9)

(15)

(18)

(19)

(13)

(10)
(11)
(12)
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(17)

(14)

(1)

(2)

(3)
(5)
(6)
(8)
(9)

(4)

(7)

(12)

(10)
(11)

PK112A/PK115A コントロール
ステップ 1: コントロール

(1)	 SD/MMC スロットを使用すると、SD  
(セキュアデジタル) または MMC  
(マルチメディアカード) フラッシュメ
モリカードに保存されているデジタル
オーディオファイルを再生できます。

(2)	 LED DISPLAY 現在のファイルと再生設
定を表示します。

(3)	 USB 入力を使用すると、USB スティッ
クに保存されているオーディオファイ
ルを再生できます。

(4)	 INFRARED RECEIVER リモコンに接続し
ます。

(5)	 DIGITAL MEDIA PLAYER USB および 
SD/MMC の場合、次の再生コントロー
ルが提供されます。

A.	 PLAY/PAUSE: を押して、再生、一時
停止、または検索します。

B.	 STOP PLAYBACK: を押してオーディ
オの再生を停止します。

C.	 VOLUME UP: を押して MP3 再生音量
を上げます。

D.	 VOLUME DOWN: を押して、MP3 再生
音量を下げます。

E.	 BACK: 1 回押すと、前の曲またはフ
ォルダに移動します。

F.	 FORWARD: 1 回押すと、次の曲また
はフォルダに移動します。

G.	 REPEAT: を押して、1 つ、ランダム、
フォルダ、またはすべての繰り返し
モードから選択します。

H.	 EQ: を押して EQ 機能をアクティブ
にし、EQ プリセット(ノーマル (NOR)
、ポップ (POP)、ロック (ROC)、ジャズ 
(JAZ)、クラシック (CLA)、カントリー 
(CUN)) から選択します。

I.	 MODE: を押して、MP3 再生のソース
として USB ジャックまたは SD/MMC/
BLUETOOTH スロットのいずれかを選
択します。

A B C D E F G H I
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ステップ 2: はじめに

オーディオソース（ミキサー、マイ
ク、楽器）をオンにします。
POWER スイッチを押してスピーカーの電
源を入れます。PWR LED が点灯します。
USB デバイスまたはデジタルオーデ
ィオファイル付きの SD/MMC フラッ

シュメモリカードをそれぞれの USB または 
SD/MMC 接続に挿入します。

DIGITAL MEDIA PLAYER セクションのコン
トロールを使用して、USB スティック

または SD/MMC カードからデジタルオーデ
ィオファイルを選択し、PLAY/PAUSE ボタンを
押して再生を開始します。

LINE/MP3 コントロールを約 50 ％の
位置まで回します。
快適な音量レベルが見つかるま
で、MASTER ノブを時計回りに回します。
MIC 1/2 XLR および ¼" ジャックに接続
されているデバイスの場合、その 

MIC チャネルの MIC 1/2 ノブを調整しなが
ら、アナログオーディオソースを再生する
か、マイクに通常のレベルから大音量で話
します。音が歪む場合、音がきれいになる
まで MIC 1/2 ノブを下げます。

ステレオ LINE IN RCA ジャックに接続
されているデバイスの場合、まずデ

バイスの出力レベルを約50％に設定してか
ら、再生を開始します。

LINE/MP3 つまみを回して、LINE IN RCA ジ
ャックの音量レベルを調整します。

注意： LINE IN ジャックと MP3 プレーヤーは
同じ LINE/MP3 レベルノブを共有しているた
め、希望のサウンドバランスを実現するた
めに、外部デバイスで直接音量出力を調整
する必要がある場合があります。

MASTER ノブを使用して最終的な音
量調整を行います。
必要に応じて、HIGH および LOW EQ ノ
ブを調整して、高音域と低音域の周
波数を好みに合わせてブーストまた

はカットします。

拡張スピーカーキャビネットの使用
MASTER ノブを反時計回りに完全に最
小設定に設定して、ユニットの電源が
オフになっていることを確認します。
EXTENSION OUTPUT ジャックからスピー
カーキャビネットの入力までプロの

ツイストロックコネクタを備えたスピーカ
ーケーブルを配線します。ツイストロックコ
ネクタは、偶発的な切断を防ぐために所定
の位置にしっかりとはまります。

希望の音量レベルに達するまでオ
ーディオを再生しながら、MASTER ノ

ブを時計回りにゆっくり回します。

! 拡張キャビネットの合計インピー
ダンスが最低 8 Ω であることを確認してく
ださい。

Bluetooth ペアリング
PK112A/PK115A を Bluetooth デバイスに接続す
るには、次の手順を使用します。

MODE ボタンを押して Bluetooth (bt) モ
ードを選択し、Bluetooth ペアリング
プロセスをアクティブにします。
Bluetooth オーディオデバイスで 
Bluetooth を有効にします。
Bluetooth デバイスが接続を検索して
いることを確認してください。
デバイスがスピーカーを検出した
ら、Bluetooth デバイスのメニューか
ら PK112A/PK115A を選択します。
Bluetooth デバイスにアクティブな接
続が表示されるまで待ちます。
Bluetooth デバイスの出力音量を約 
50 ％に設定します。
Bluetooth デバイスでオーディオの再
生を開始します。
LINE/MP3 ノブを使用して、Bluetooth 
の音量と他のオーディオのバランス
を取ります。
MASTER つまみを調整して、希望の最
終音量を設定します。

スピーカーを希望の場所に置きます。

図のようにすべてのコントロールを設
定します。HIGH および LOW EQ ノブを  

12 時の中央位置に設定します。MIC 1/2、 
LINE/MP3 、および MASTER ノブは、反時計回り
の完全な位置で最小レベルに設定されます。

必要なすべての接続を行います。 
まだ電源を入れないでください。

PK112A/PK115A はじめに 
PK112A PK115A

増幅器
最大出力電力 600 W* 800 W*
タイプ クラス AB

ラウドスピーカーシステムデータ
ウーファー 12" (312 mm) LF ドライバー 15 インチ (386 mm) LF ドライバー
ツイーター 1 インチ (25.5 mm) HF 圧縮ドライバー
周波数応答 20 Hz 〜 20 kHz (-10 dB)
音圧レベル (SPL) 最大 95 dB

オーディオ接続
MP3 再生 USB/SD/TF

ファイルシステム FAT 16、FAT 32
フォーマット MP3/WMA/WAV/FLAC/APE
ビットレート 32 〜 800 kbps
サンプルレート 44.1 kHz

入力 1 x XLR/ 1/4" TRS コンボジャック
入力インピーダンス 22 kΩ バランス

ラインイン 1 x 1/8" (3.5 mm) TRS 、ステレオ 
入力インピーダンス 8.3 kΩ

補助 2 x RCA
入力インピーダンス 8.3 kΩ

補助アウト 2 x RCA
出力インピーダンス 100 kΩ 、不平衡

SD カードスロット
カードメモリー 最大 32 GB をサポート

ブルートゥース**
周波数範囲 2402 MHz 〜 2480 MHz
チャンネル番号 79
バージョン Bluetooth 仕様 4.2 準拠
互換性 A2DP 1.2 プロファイルをサポート
最大 通信範囲 15 m (干渉なし)
最大出力電力 10 dBm

イコライザ
高い ±12dB @ 10 kHz 、シェルフ
低 ±12dB @ 100 Hz 、シェルフ

電源、電圧（ヒューズ）
アメリカ/カナダ 120 V〜、60 Hz (F 5 AL 250 V)
英国/オーストラリア/ヨーロッパ 220 〜 240 V 〜、50/60 Hz (F 2.5 AL 250 V)
韓国/中国 220 〜 240 V 〜、50 Hz (F 2.5 AL 250 V)
日本 100 V 〜、50/60 Hz (F 5 AL 250 V)
消費電力 220 W
主電源接続 標準 IEC レセプタクル

寸法/重量
寸法 (H x W x D) 341 x 420 x 635 mm (9.6 x 11.6 x 17.1") 400 x 485 x 740 mm (11.6 x 13.97 x 12.5")
重量 12.5 kg (27.5 ポンド) 17.7 kg (39 ポンド)

*リミッターとドライバー保護回路に依存しない
*Bluetooth® のワードマークとロゴは Bluetooth SIG 、Inc 。の登録商標であり、Behringer によるそのようなマークの使用はライセンスに基づいています。

技術仕様
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これにより Music Tribe は、この製品が指令 2014/53/EU、指令 2014/30/EU、
指令 2014/35/EU、指令 2011/65/EU、および改正 2015/863/EU、指令 2012/ に
準拠していることを宣言します。19/EU、規則 519/2012 REACH SVHC および
指令 1907/2006/EC。
EU DoC の全文はhttps://community.musictribe.com/で入手できます。
EU 代表: Music Tribe Brands DK A/S 
住所: Gammel Strand 44 DK-1202 København K、デンマーク
UK 窓口: Music Tribe Brands UK Ltd.  
所在地: 8階, 20 Farringdon Street, ロンドン EC4A 4AB, イギリス
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その他の重要な情報

1.	 ヒューズの格納部 / 電圧の選択:  
ユニットをパワーソケットに接続する前
に、各モデルに対応した正しい主電源を
使用していることを確認してください。
ユニットによっては、230 V と 120 V の 
2 つの違うポジションを切り替えて使う、
ヒューズの格納部を備えているものが
あります。正しくない値のヒューズは、
絶対に適切な値のヒューズに交換されて
いる必要がありま す。

2.	 故障: Music Tribe ディーラーがお客様
のお近くにないときは、musictribe.com の 
“Support” 内に列記されている、お客様の国
の Music Tribe ディストリビューターにコン
タクトすることができます。お 客様の国
がリストにない場合は、同じ musictribe.com 
の “Support” 内にある “Online Support” でお客
様の問題が処理できないか、チェックし
てみてください。あるいは、商品を返送
する前に、musictribe.com で、オンラインの
保証請求を要請してください。

3.	 電源接続: 電源ソケットに電源コー
ドを接続する前に、本製品に適切な電圧
を使用していることをご確認ください。
不具合が発生したヒューズは必ず電圧お
よび電流、種類が同じヒューズに交換す
る必要があります。

その他の重要な情報



We Hear You




